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Ⅰ はじめに 

１ 総合戦略の位置づけ 

  我が国の急速な少子化・高齢化の進展と東京圏を中心とした大都市への人

口の一極集中という課題に対応するため、国において平成 26 年 11 月に「ま

ち・ひと・しごと創生法」が制定されました。 

まち・ひと・しごと創生法においては、人々が安心して生活を営み、子ど

もを産み育てられる社会環境を作り出すことによって、「しごと」が「ひと」

を呼び、「ひと」が「しごと」を呼び込む「好循環」を確立することで、地

方への新たな人の流れを生み出すとともに、その「好循環」を支える「まち」

に活力を取り戻すことに取り組むこととしています。 

  国は取り組みにあたり、平成 26 年 12 月 27 日に「まち・ひと・しごと創

生総合戦略」を策定し、政策５原則（自立性、将来性、地域性、直接性、結

果重視）に基づき施策展開することとしています。そして、展開する施策の

方向性として次のとおり４つの基本目標を掲げています。 

 

① 地方における安定した雇用を創出する 

② 地方への新しい人の流れをつくる 

③ 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

④ 時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとともに地域と地域

を連携する 

   

これは、前述したとおり大都市圏への人口の一極集中を是正し、人口減少

の克服と地方創生を実現するためのものではありますが、人口減少問題は地

域によって状況や原因が異なり、それぞれの地域特性に応じた“処方箋”が

必要となってきます。そのため、国では、まち・ひと・しごと創生法に基づ

き、すべての都道府県及び市町村に対して、「地方版総合戦略」の策定に努

めるよう求めています。 

「滝沢市まち・ひと・しごと創生総合戦略（以下「総合戦略」という。）」

では、国及び岩手県の総合戦略を勘案しながら、人口減少の克服と人を呼び

込むための基本目標を定めるとともに、今後の主な取組や具体的な施策、数

値目標などを示すものです。 

本総合戦略は、当市における人口減少の克服のための取り組みをまとめたも

のです。 
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２ 計画の期間 

 

国や県の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」と合わせ、平成 27 年度か

ら平成 31 年度までの５年間とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本総合戦略の計画期間は、平成27年度から５年間とします。 

 

 
 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Ipu.JPG
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Ⅱ 総合戦略のビジョン 

１ 環境分析 

 

滝沢市は、日本百名山にも選定され、いにしえの時代より信仰の山とし

て人々から広く親しまれてきた岩手山を始めとする豊かな自然環境、そし

て、県都盛岡市に隣接し、岩手県立大学、盛岡大学、岩手看護短期大学な

どの複数の高等教育機関や国や県の研究機関が立地するなど恵まれた環境

を有する自治体です。しかし、社会経済情勢等の市民生活に直接影響を与

える環境要因は、急速なグローバル化やＩＴ社会等の進展により、日々目

まぐるしく変化しています。 

そのため、総合戦略の策定に当たっては、本市の人口の現状分析と将来

展望を示した「滝沢市人口ビジョン」1や本年度からスタートした「第１次

滝沢市総合計画（計画期間：平成 27 年度～平成 34 年度、以下「総合計画」

という。）」などを参考としながら、外部環境（滝沢市を取り巻く環境）と

内部環境（滝沢市内の環境）の分析を行いました。 

また、産業界・大学・金融機関・労働団体・メディア等のいわゆる産学

金労言の各界の皆さんから本市の地域資源や地域資産を活用して地方創生

に向けたアイデアを広く公募した「民間提案募集」（6 月）を実施し、27 団

体から 59 案もの提案をいただいたほか、「市民アンケート調査」（7 月）の

実施や今回の総合戦略のメインターゲットとする若者世代、子育て世代を

中心に開催した「市民フォーラムたきざわ」（8 月）を通じて、市民の“生

の声”も集約し、分析・反映させました。 

   それらのデータから滝沢市の置かれている現状や「強み」、「弱み」など

を把握し、社会経済情勢の変化を見据えた人口減少対策としての総合戦略

の策定を目指したものです。 

 

（１）外部環境分析 

滝沢市の人口は昭和 40 年代以降、高度経済成長やバブル経済の波に

乗って、宅地開発を中心とした住宅団地の造成に伴い、常に増加の一途

                                                   
1 平成 27 年（2015 年）9 月策定 

本総合戦略の策定に際しては、滝沢市の内外の環境、民間事業者等産学金労

言の声、滝沢市民の声のそれぞれに対する分析を行っています。 
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を辿ってきました。平成 11 年 11 月には「人口日本一の村」（当時、49,809

人）となり、平成 25 年９月には人口 55,000 人を突破しました。 

また、市民の平均年齢、高齢化率ともに岩手県内一低いこと（平均年

齢 41.7 歳、高齢化率 16.9％。平成 22 年国勢調査）と併せて、平均寿

命が長いこと（男性 79.6 歳、女性 86.7 歳。平成 22 年国勢調査）も特

徴となっています。 

    国立社会保障・人口問題研究所（以下「社人研」という）の推計（平

成 25 年３月推計）によれば、滝沢市の人口は平成 32 年（2020 年）ま

では微増を続け、54,598 人としています。その後、減少に転じ、平成

52 年（2040 年）には 50,730 人まで減少するとしています。 

平成27年９月末現在の住民基本台帳人口は55,184人となっています

が、今年の３月から７月までの間は、前年同月人口を下回る事態になり

ました。 

このように、約半世紀にわたって人口が増え続けてきた非常に稀有な

ケースである滝沢市においても、いよいよ人口減少の到来を予感させる

時代がやってきました。 

平成 27 年度からスタートした第１次滝沢市総合計画では、計画の終

了年度である平成 34 年度までの目標人口を 57,000 人と定め、人口減

少時代にあっても目標人口を維持し続ける取組を展開することとして

います。 

総合計画における目標人口と社人研による推計人口の差は約 2,400

人となりますが、今後、人口減少に歯止めをかけ、目標人口を達成する

ためにはどうすればよいのか、その目指すべき姿を考えるとき、以下の

要素に着目する必要があると考えます。 

 

≪ポイント≫ 

  ・生産年齢人口は平成 17 年（2005 年）にピークを迎え、以降減少に転

じている。 

・65 歳以上の高齢者を支える生産年齢人口は、平成 22 年（2010 年）

では 4.0 人であるが、平成 52 年（2040 年）には 1.6 人、平成 72 年

（2060 年）には 1.3 人まで減少すると予測されている。 

・10～14 歳から 15～19 歳（大学進学や高校卒業後に就職する年齢層）

の年齢階層では転入超過となるが、20～24 歳から 25～29 歳（就職す

る年齢層）の年齢階層では、それ以上に転出超過が著しい。 

・なかでも首都圏への転出超過が多い。 

・転入先、転出先ともに盛岡市が最も多く、強い結びつきがある。 
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・「現在の子どもの人数（１～２人）」が「理想とする子どもの人数（２ 

 ～３人）」を下回っている。 

・合計特殊出生率は、国や県平均を若干上回る。（国 1.41、県 1.44、滝

沢市 1.49。平成 24 年） 

※いずれも「滝沢市人口ビジョン」より 

    

以上のことから、高校卒業後、進学等のために多くの若い世代が滝沢

市に転入してくるものの、就職時にはその多くが滝沢市外へと転出して

しまうという実態があります。また、盛岡市との関係においては、これ

まで同様に強いつながりがあることがわかります。そして、結婚・出産・

子育てについては、理想とする子どもの人数と現実との間にギャップが

あることがわかります。 

 

（２）内部環境分析 

これらの外部環境の分析結果を踏まえ、この現状をいかに克服し、総

合計画における目標人口である平成34年度までに人口57,000人を達成

するためには、以下の要素に着目する必要があると考えます。 

 

≪ポイント≫ 

○仕事と若者定住 

・市内に多く居住している学生は、本市にとって最大の強みです。あ

らゆる分野を通じて大学等との連携を図り、インターンシップや地

域活動を通じて交流を深め、一人でも多くの学生が地域社会に目を

向け、関心をもってもらうことが必要です。 

・そして、その若い世代が卒業後も本市で働き、住み続けることがで

きるように、産学官が連携し多様な仕事を創出することで、本市へ

の定着を図ることが重要です。 

 

○子育て世代を支援する環境づくり 

・人口の増加は鈍化したものの、子育て世代が多い本市は、子育て支

援策の実施によって、「理想とする子どもの人数（２～３人）」を実

現できる可能性は高いと考えます。 

・行政、企業、地域など社会全体で子育てを支援し、出生率の向上を

目指すとともに、新たな子育て世代の転入を促すことが重要です。 

 

 

単位：人

集計年 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010

総人口 25,686 31,733 38,108 44,189 51,241 53,560 53,857

年少人口 6,710 8,327 8,670 8,660 8,825 8,542 7,994

生産年齢人口 17,728 21,496 26,508 31,273 36,739 37,652 36,344

老年人口 1,248 1,910 2,864 4,225 5,655 7,339 9,064

年齢不詳人口 - - 66 31 22 27 455

集計年 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060

総人口 54,543 54,600 54,234 53,454 52,293 50,735 48,836 46,800 44,671 42,468

年少人口 7,729 7,207 6,648 6,190 5,900 5,630 5,277 4,881 4,491 4,174

生産年齢人口 34,842 33,272 32,170 31,101 29,891 28,059 26,315 24,865 23,384 21,665

老年人口 11,971 14,120 15,416 16,163 16,503 17,047 17,244 17,054 16,796 16,628

年齢不詳人口 - - - - - - - - - -

単位：人

集計年 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010

総人口 25,686 31,733 38,108 44,189 51,241 53,560 53,857

年少人口 6,710 8,327 8,670 8,660 8,825 8,542 7,994

生産年齢人口 17,728 21,496 26,508 31,273 36,739 37,652 36,344

老年人口 1,248 1,910 2,864 4,225 5,655 7,339 9,064

年齢不詳人口 - - 66 31 22 27 455

集計年 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060

総人口 54,543 54,600 54,234 53,454 52,293 50,735 48,836 46,800 44,671 42,468

年少人口 7,729 7,207 6,648 6,190 5,900 5,630 5,277 4,881 4,491 4,174

生産年齢人口 34,842 33,272 32,170 31,101 29,891 28,059 26,315 24,865 23,384 21,665

老年人口 11,971 14,120 15,416 16,163 16,503 17,047 17,244 17,054 16,796 16,628

年齢不詳人口 - - - - - - - - - -
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○特徴を活かした魅力ある地域づくり 

・県都盛岡市に隣接し、岩手山の裾野に広がる豊かな自然に恵まれ、

大学や研究機関が集積するという特徴を活かし、盛岡広域都市圏の

各市町と連携しながら、研究学園都市、住宅都市としての機能や魅

力を高めることで人を呼び込む環境づくりが重要です。 

 

これらの要素に着目しながら、滝沢市としての目指す姿を考えます。 
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２ 目指す姿

 

日本全体が人口減少時代を迎え、岩手県においても多くの自治体の人口が

減少する中にあって、岩手県立大学を始めとする高等教育機関及び研究機関

が集積する滝沢市は、若い世代が夢を描き、夢を叶える場として、国が今後

の成長戦略として進めるＩＣＴ（情報通信技術）の研究、開発の発信地とし

て、岩手県のみならず、全国が注目する地域として成長する可能性を秘めて

います。 

また、滝沢市内を走るＪＲ東日本、ＩＧＲいわて銀河鉄道などの鉄道網、

滝沢インターチェンジや現在整備中の（仮称）滝沢南スマートインターチェ

ンジ2などの高速道路網を利用した県内外との経済・観光・交流圏の拠点と

なる地の利があります。 

さらに、現在市役所前に建設中の交流拠点複合施設3を核とした市民活動、

経済活動の推進によって、人を呼び込み、交流することでさらなる住民自治

の深化と地域経済の活性化が期待されます。 

このように、多様な働く場を創出し、地域全体で子育てを支援する環境を

つくり、若い世代が活躍する研究学園都市、快適で暮らしやすい住宅都市と

しての魅力を高めることで、人口減少を抑制し、自然増・社会増につなげる

地域のポテンシャルは十分にあると考えます。 

そして、本戦略では、「市民が理想とする仕事」、「市民が理想とする結婚・

子育て」、「市民が理想とする暮らし（地域）」に向けて、地域の力を結集し、

国のまち・ひと・しごと創生法にうたう「しごと」が「ひと」を呼び、「ひ

と」が「しごと」を呼び込む好循環を支える「まち」の実現に向けた様々な

取組を積極的に展開することで、「幸福感を育む環境づくり」の実現と「人

口 57,000 人」の達成・維持を目指します。 

                                                   
2 平成 31 年（2019 年）3 月供用開始を目指し、滝沢市高屋敷地内に整備中の ETC 専用 IC。IC アクセス

時間の改善による居住者・就業者の利便性の向上、地域経済活動の基盤整備等の効果が期待される。 
3 平成 28 年（2016 年）一部オープン、平成 29 年（2017 年）4 月全館オープン予定。 

本総合戦略の目指す姿は、以下のとおりです。 

定住、転入を促進する環境づくり 

子育て世代を支援する環境づくり 

若者が安心して働ける環境づくり 

幸福感 

を育む 

環境づくり 

平成34年度（2022年度）

人口 57,000 人を 

達成し、 

維持していく。 
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Ⅲ 総合戦略の展開 

１ 第１次滝沢市総合計画との関係 

 

本市においては、滝沢市自治基本条例に基づき、総合的かつ計画的な地域

づくりを推進するため、市の最上位計画として位置づけられている総合計画

を本年３月に策定しており、「幸福感を育む地域環境の創出」を掲げて、本

年度から取組をスタートしております。 

本総合計画は、多くの市民の皆さんの協力と参画をいただきながら、約３

年間かけて丁寧に審議を重ねて策定したものであり、滝沢市自治基本条例に

掲げられた「誰もが幸福を実感できる活力に満ちた地域」と「住民自治日本

一」という大きな目標を達成するために、市民一人一人の行動、地域一丸と

なった活動をまとめたもので、市民と行政にとっての地域づくりのためのバ

イブルと言えるものです。 

本総合戦略についても、このような経過を経て策定された総合計画の内容

を基本とし、前期基本計画(計画期間：平成 27 年度～平成 30 年度)におけ

る４年間の取組に１年プラスしたかたちで、人口減少の克服と本市の地方創

生に向けた取組を、総合計画と整合性を図りながら一体的に進めるものです。 

総合計画の具体的な展開としては、「幸福実感一覧表」や「暮らしやすさ

一覧表」を用いて、市民が主体となって行う地域別計画と、行政が主体とな

って行う市域全体計画を定めています。また、前期基本計画における市域全

体計画の４年間の戦略では、市民の幸福感を育む３大要素として「人とのつ

ながり」、「健康」、「所得・収入」を掲げており、その向上に向けて６つ

の部門別計画を立てて、推進することとしています。 

そのため、市域全体計画における６つの部門別計画のうち、国の総合戦略

に示す政策５原則や４つの基本目標を踏まえ、「経済産業部門」、「健康福

本総合戦略は、第１次滝沢市総合計画 

前期基本計画における市域全体計画の 

中から、まち・ひと・しごと創生に 

関わる取組をまとめたものです。 

（右図参照） 
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祉部門」、「人とのつながり部門」の３つの部門別計画を中心として施策や

事業を抽出して総合戦略の展開を図るものであります。 

  

 

２ 国及び県との関係 

 

国においては、前述のとおり「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を定め、

人口減少の克服と東京圏を中心とする大都市圏への人口一極集中の是正に

向けて、地方公共団体に対し、「財政支援」や「人的支援」、「情報支援」

を切れ目なく展開するとして、各政策パッケージに基づいた様々な取組を実

施しています。 

また、岩手県においても、「岩手県ふるさと振興総合戦略」の本年 10 月

の策定に向けて、仕事の創出と子育て支援、ふるさとを支える基盤の強化に

向けた取組を進めるとしています。 

本市としても国や県の総合戦略を勘案しながら、その施策動向等を注視す

るとともに、県の総合戦略の施策とも連携を図りながら、随時、見直しを進

め、総合戦略を真に実効性のあるものに高めていきます 

 

３ 取組体制とＰＤＣＡサイクル4の確立 

 

総合戦略に取り組むにあたっては、本年３月に庁内組織として「滝沢市地

方創生総合戦略推進本部」を設置したほか、市民はもちろんのこと産業界・

大学・行政機関・金融機関・労働団体・メディア等のいわゆる産学官金労言

の各界の委員から構成される「滝沢市総合計画審議会」内に専門部会として

「滝沢市まち・ひと・しごと創生地域連携推進部会」を本年６月に設置しま

した。 

                                                   
4 PDCA サイクル・Plan（計画）、Do（実行）、Check（評価）、Act（改善）をひとつのサイクルとし、こ

れを繰り返すことによって、事業等を継続的に見直し、改善しながら進めること。 

本総合戦略を進めるに当たっては、国及び県の総合戦略と常に連携を図って

いきます。 

本総合戦略の取組実施については、市民や外部有識者の意見を取り入れ、常

に見直しと改善を図っていきます。 
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本市においては、総合計画における政策や施策の取組状況について、具体

的な評価基準や目標値に基づき、滝沢市総合計画審議会において評価を実施

しているほか、その取組を実施したことで、具体的に市民に対してどういう

成果や効果が見られたのかを把握するための市民アンケート調査も毎年実

施しています。 

そのうえで、次年度の政策や施策の策定を行っており、市民や外部有識者

の意見も踏まえた適切なＰＤＣＡサイクルを実施しているところです。 

本総合戦略の評価についてもこれと同様に、「滝沢市まち・ひと・しごと

創生地域連携推進部会」において、総合戦略に記載された施策や事業などが

適切に実施されたかを評価指標や目標値の達成状況に基づき評価を行い、関

係する各種事項を審議・検討しながら進捗管理を行います。 

そして、部会にて出された意見等を踏まえながら、事業の追加・変更等に

柔軟に対応し、総合戦略の改訂を毎年度実施するものです。
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Ⅳ 総合戦略の概要 

 

総合戦略では、人口・経済の中長期的な展望を示した「滝沢市人口ビジョン」

を基礎資料に、計画期間である平成 27 年度から平成 31 年度までの５年間に

おいて、本市として目指すべき姿を実現させるため、次のとおり取組をまとめ

ます。 

 

１ 施策構成 

 

本市の総合戦略の施策構成としては、国の総合戦略の４つの基本目標に準

拠し、それを「雇用」、「移住・定住促進」、「結婚・出産・子育て支援」、「地

域交流・地域連携」というテーマとして捉えます。 

そのうえで、総合戦略の目指す姿に掲げる「幸福感を育む環境づくり」と

「人口 57,000 人」の実現に向けて、取り組むべき施策もそのテーマに基づ

くものとしますが、一つの施策や事業が複数のテーマをまたぎ効果を発揮す

るものが多いため、前述のとおり総合計画前期基本計画市域全体計画におけ

る「経済産業部門」、「健康福祉部門」、「人とのつながり部門」の３つの部門

本総合戦略では、国の総合戦略の４つの基本目標に対し、第１次滝沢市総合

計画の関連部門別計画と「幸福感」を組み合わせ、施策を構成します。 

（イメージ） 

 

総合戦略 

経済産業部門                 所得・収入 

健康福祉部門                   健康 

人とのつながり部門                人とのつながり 
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の施策を中心に横断的に抽出し、構成します。 

さらに、総合計画前期基本計画の戦略に掲げる市民の幸福感を育む３大 

要素である「人とのつながり」、「健康」、「所得・収入」については、総合戦

略に掲げる施策や事業の目的とも合致するため、この視点からも重点的に政

策パッケージを組みます。 

そして、それぞれの施策や事業については、成果又は効果を図るための重

要業績評価指標（ＫＰＩ5）を設定し、達成状況等の進捗管理を行います。 

 

 ２ 施策について 

 

（１）基本目標 

本市の総合戦略では、前述のとおり具体的に取り組むべき施策を３

つに分類して構成していますが、国の基本目標に準拠した４つのテー

マのうちのどれに該当しているものかを以下のとおり記載し、示して

います。 

〈国の基本目標①〉 

地方における安定した雇用を創出する⇒【雇用】 

・本市における雇用創出に向けた取組。 

〈国の基本目標②〉 

地方への新しい人の流れをつくる⇒【移住・定住促進】 

  ・本市における人口流失の抑制と首都圏からの人口流入に向けた取組。 

〈国の基本目標③〉 

若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

⇒【結婚・出産・子育て支援】 

     ・本市における結婚・出産・子育て支援に向けた取組。 

〈国の基本目標④〉 

時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとともに地域と地域 

を連携する⇒【地域交流・連携】 

・本市における幸福感を実感できる地域環境づくりと交流人口の拡

大、広域連携に向けた取組。 

                                                   
5 KPI（key performance indicator）・目標の達成度を評価するための評価指標のこと。 

「国の基本目標」及び「第１次滝沢市総合計画」双方に合致し、本総合戦略

の目指す姿に必要な施策を掲げています。 
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  （２）市民の幸福感 

本市の総合戦略では、前述のとおり市民の幸福感に寄与する取組が

ひいては「まち・ひと・しごと」の創生にもつながるとの観点から、

その施策が市民の幸福感を育む３大要素である「人とのつながり」、「健

康」、「所得・収入」のうちのどれに該当しているものかを記載し、示

しています。 

（３）施策名称 

総合戦略における目指す姿を踏まえ、４つの基本目標と総合計画に

おける「経済産業部門」、「健康福祉部門」、「人とのつながり部門」の

３つの部門別計画の政策・施策を勘案して記載しています。 

（４）ＫＰＩと目標値 

     総合戦略における目指す姿を踏まえ、統計データや総合計画におけ

る「経済産業部門」、「健康福祉部門」、「人とのつながり部門」の３つ

の部門別計画の施策の目標値等から、具体的に数字として示せるもの

を設定しています。 

  （５）施策設定理由 

     総合戦略における目指す姿を実現するために、この施策が必要な理

由を具体的に記載しています。 

  （６）施策の目標とする状態 

     この施策を実施することで生まれる効果・成果を具体的に表すこと

で、施策の目標とする状態を記載しています。 

 

３ 事業について 

（１）事業名称 

基本的に総合計画前期基本計画実行計画書に記載する事業名から記 

載しています。その他民間提案を活用した新規事業等については、新た

に事業名を記載しています 

（２）ＫＰＩと目標値 

基本的に総合計画前期基本計画実行計画書に記載する活動指標及び

目標値から記載しています。また、民間提案事業等それによらない事

業については、新たに設定し記載しています。 

   ※基準値、目標値ともに年度末現在の数値としています。 

本総合戦略における事業は、大きく４つに分類し整理しています。また、事

業ごとに目標値を設定し、正確な効果測定や改善に役立てていきます。 
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（３）事業の種類 

次の４つの柱と４つの分類に区別し、それが何に基づいた事業なの 

かを記載しています。 

   ・４つの柱 

    ア 雇用創出に関する取組 

    イ 結婚・出産・子育て支援や男女共同参画社会の実現に向けた取組 

    ウ 次代を担う人の呼び込みに向けた取組 

    エ 地域連携に関する取組 

   ・４つの分類 

ア 総合計画前期基本計画実行計画に基づく事業⇒【市行政】 

イ 産学金労言等各界から公募した提案を活用した事業⇒【民間】 

ウ 「市民フォーラムたきざわ」での市民からの意見に基づく事業 

⇒【市民】 

エ 盛岡広域圏における連携に基づく事業⇒【広域連携】

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015.8.29 開催「市民フォーラムたきざわ」 
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Ⅴ 総合戦略の施策体系 

≪施策１≫若い世代の新たな雇用の創出 

【基本目標①：雇用】 

【市民の幸福感：所得・収入】 

【総合計画関連性：経済産業部門】 

【ＫＰＩと目標値】 

① 市内純生産 

基準値：平成 24 年度 835 億円⇒目標値：平成 31 年度 948 億円 

② 現在の仕事に満足している人の割合（暮らしやすさ指標） 

基準値：平成 26 年度 53.5％⇒目標値：平成 31 年度 57.0％ 

③ 身につけた知識や技術を仕事や趣味の場で活かせる機会があると

感じる人の割合（幸福実感象徴指標） 

基準値：平成 26 年度 39.5％⇒目標値：平成 31 年度 45.0％ 

【設定理由】 

滝沢市の特性や強みを活かし、大学や研究機関、企業等との連携による多

様な雇用の場を創出するとともに、競争力の高い産業の育成によって「稼ぐ力」

の向上を目指します。 

【施策の目標とする状態】 

施策の実施により、雇用拡大と産業振興を図ることで、市民の所得向上と若

者の東京圏への流出を防ぎ、本市で安心して働けることを目指します。 

【主な取組】 

雇用創出に関する取組 

ア 仕事をつくり、安心して働ける環境の実現 

●企業集積と産学官連携の推進 

・inove（イノベ6）等への企業集積の促進 

・産学官連携や異業種連携による価値の創造 

・ＩＣＴを活用した産業振興 

   ・起業、創業支援による新たな雇用の創出 

  イ 生産性の高い、活力に溢れた地域経済の実現 

                                                   
6 inove（イノベ）・市で整備した滝沢市ＩＰＵイノベーションセンター及び第２イノベーションセンター

の愛称 

本総合戦略における具体的な３つの施策と、各施策内の事業について具体的

に示します。 
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●農業の成長産業化 

   ・ＩＣＴを活用した６次産業化の推進 

   ・「民の知見」による農業生産現場の強化・活性化 

   ・農商工連携によるブランド化の推進 

第２イノベーションセンター内部 
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【総合計画の位置づけ（基本施策抜粋）】 

    第Ⅲ章 前期基本計画 市域全体計画（経済産業部門） 

  【経済産業部門】地域資源を活用した戦略的な産業振興 

 【経済産業部門】企業集積と産学官連携の推進 

 【経済産業部門】農林業の振興 
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【施策内体系図】

若い世代の新たな雇用の創出

雇用創出に関する取組

施策１

主な取り組み

具体的事業

①企業誘致事業

②経済振興連携事業

③起業機会創出支援事業

④産学官共同研究事業

⑤地域ＩＣＴ活用事業

⑥滝沢市工場等設置奨励事業

⑦滝沢市企業立地補助事業

⑧地域人材育成のためのＩＣＴ起業・就業支援事業

⑨６次産業化対策事業

⑩ＩＣＴを利用した酒米生産と農産物のブランド化による農業活性化事業
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○雇用創出に関する取組 

事業の区分 市行政・市民 

事業の名称 ① 企業誘致事業 

KPI と目標値 誘致企業数 

（H27～H31 までの５年間で 15 社） 

事業の内容 岩手県、岩手県立大学及び産業支援機関とのネットワーク等

を活用して、盛岡西リサーチパークをはじめとする市内工場

適地への企業誘致活動を行うとともに、既存企業の事業拡充

等への支援も行います。 

また、新産業用地の確保に向け、庁内・関係機関との協議を

行います。 

事業に期待する成果 市内における雇用の場の確保及び産業振興を図るために、県

外企業・市外企業等の誘致を行います。また、市内企業の工

場拡充などの支援や新規事業取組み等への支援により、安定

した雇用の確保を図ります。 

 

事業の区分 市行政 

事業の名称 ② 経済振興連携事業 

KPI と目標値 産学官連携による課題解決の実績 

（H26 までの累計基準値：３０件） 

（H31 までの累計目標値：４２件） 

事業の内容 起業の経営安定化を図るため、研究機関等との連携を構築し

ます。 

広く各分野で、市内の産学官連携事業を展開します。 

企業からの情報収集を強化するため、産業振興アドバイザー

を設置し、産学官連携を手法とした企業高度化、企業誘致を

促進します。 

事業に期待する成果 企業誘致や企業が行う事業の高度化、新事業への取り組み等

に対する支援を行うため、企業や様々な機関との情報共有、

連携の構築を図り企業誘致の促進と市内企業の強化を促進す

ることを目的とします。 
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○雇用創出に関する取組 

事業の区分 市行政・市民 

事業の名称 ③ 起業機会創出支援事業 

KPI と目標値 事業実施により市内で創業した人の数 

（H26 基準値：０人） 

（H31 目標値：５人） 

事業の内容 盛岡広域市町でセミナー等を開催し、新規創業者等を対象と

した操業に対する支援及び地場産業の開発、経営の支援を行

います。 

また、もりおか企業ファンドと連携し、企業の支援を行いま

す。 

地域人材育成ネットワーク事業負担金の拠出を行います。 

事業に期待する成果 起業する人や既存企業に対し各種の情報提供や、もりおか起

業ファンドとの連携を行い、新規事業の創出や既存事業の活

性化を目指します。また、実際に操業を行った場合や事業拡

大を行った場合、継続的支援を行い安定した企業経営を支援

します。 

 

事業の区分 市行政 

事業の名称 ④ 産学官共同研究事業 

KPI と目標値 共同研究数 

（H27～H31 までの５年間で 20 件） 

事業の内容 既存企業と大学等との連携強化を促進するため、共同研究に

対して補助を行います。また、滝沢市が抱える地域課題の解

決のために市と企業が共同研究を行います。これにより、地

域課題の解決と既存企業の基盤強化、さらに大学等との連携

の協を図ります。 

事業に期待する成果 共同研究への補助を通じ、既存企業と大学等との連携強化を

促進し、滝沢市の抱える課題解決へつなげていきます。 
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○雇用創出に関する取組 

事業の区分 市行政 

事業の名称 ⑤ 地域 ICT 活用事業 

KPI と目標値 アプリケーションダウンロード数 

（H26 基準値：452 件） 

（H31 目標値：1,000 件） 

事業の内容 生活情報や観光案内を発信するスマートフォン向けのアプリ

として住民等に提供することで、滝沢市の魅力とともに、広

く行政情報を伝達します。 

事業に期待する成果 アプリケーションの提供を通じ、滝沢市の魅力や必要な情報

が容易に入手できる環境を整備し、観光及び産業の振興を図

ります。 

 

事業の区分 市行政・市民 

事業の名称 ⑥ 滝沢市工場等設置奨励事業 

KPI と目標値 誘致企業数 

（H27～H31 までの５年間で 15 社） 

事業の内容 滝沢市工場等設置奨励条例に基づき、立地企業に対し奨励金

（利子補給金、雇用奨励金）を交付します。 

事業に期待する成果 条例に基づく各種優遇措置を講ずることにより、企業立地の

負担軽減を図り、企業立地の促進につなげていきます。 

 

事業の区分 市行政・市民 

事業の名称 ⑦ 滝沢市企業立地補助事業 

KPI と目標値 誘致企業数 

（H27～H31 までの５年間で 15 社） 

事業の内容 滝沢市企業立地補助金交付要綱に基づき立地企業に対し補助

金を交付します。 

事業に期待する成果 要綱に基づく各種優遇措置を講ずることにより、企業立地の

負担軽減を図り、企業立地の促進につなげていきます。 
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○雇用創出に関する取組 

事業の区分 市行政【新規事業】 

事業の名称 ⑧ 地域人材育成のための事業～ＩＣＴ企業、就業支援～ 

KPI と目標値 市内 ICT 関連企業への市民の就職者数 

（H26 基準値：－名） 

（H31 目標値：５名） 

事業の内容 起業機会創出のための人材育成を目的として、セミナーや、

企業と人材のマッチング交流会などを開催する。 

また、研究機関等との共同研究に対しては開発補助を行う。 

事業に期待する成果 人材と企業をつなぐことと、人材育成の機会を生むことによ

り、地域内人材や U・I ターン人材の雇用拡大を狙います。 

 

事業の区分 市行政【新規事業】 

事業の名称 ⑨ ６次産業化対策事業 

KPI と目標値 新製品開発等に取組件数 

（H26 基準値：－件） 

（H31 目標値：３件） 

事業の内容 6 次産業化支援を目的としたセミナーの開催をします。 

6 次産業化に係る販売支援を目的としたシステム開発を行い

ます。 

事業に期待する成果 6 次産業化の支援を行うことで、農業者の所得向上と地域ブラ

ンドの醸成と活性化を推進します。 

 

事業の区分 民間【新規事業】 

事業の名称 ⑩ ICT を利用した酒米生産と農産物のブランド化による農

業活性化事業 

KPI と目標値 酒米生産面積 

（H26 基準値：－ha） 

（H31 目標値：20ha） 

事業の内容 野菜や、当市で新たに酒米生産に取り組む農家も含めた生産

者に対し ICT 活用による安定生産の支援を行い、また副産物

を活用しブランド開発を行い、他市酒造との連携を促します。 

事業に期待する成果 地域農業活性化を基盤に、首都圏や広域圏内で商談会やイベ

ントが活発に行われることによる集客向上や販路開拓をねら

いとします。 
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≪施策２≫若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

【基本目標③：結婚・出産・子育て支援】 

【市民の幸福感：健康】 

【総合計画関連性：健康福祉部門】 

【ＫＰＩと目標値】 

① 合計特殊出生率 

基準値：平成 25 年度 1.48 人⇒目標値：平成 31 年度 1.50 人 

② 子ども達が不安なく暮らせると感じている人の割合（暮らしやすさ

指標） 

基準値：平成 26 年度 24.3％⇒目標値：平成 31 年度 40.0％ 

③ 子どもが大切に育てられていると感じている人の割合（幸福実感象

徴指標） 

基準値：平成 26 年度 75.3％⇒目標値：平成 31 年度 77.0％ 

【設定理由】 

法定事業はもちろんのこと、国や県の事業では対象外となる部分も市

独自の取組として進め、子育て世代の希望をかなえます。 

また、若い世代の子育てを支援する社会環境・地域環境づくりを推進

することで、地域全体で子育てを支援するまちを目指します。 

【施策の目標とする状態】 

施策の実施により、少子化・核家族化などの課題に対し、市行政、市民、企

業等地域コミュニティを構成するさまざまな担い手が互いに連携し、地域全体

で子育て世代を支えあうネットワークを形成することで出生率の向上を目指しま

す。 

【主な取組】 

結婚・出産・子育て支援や男女共同参画社会の実現に向けた取組 

ア 安心して子どもを産み育てるための支援 

   ●出産・子育て支援 

   ・妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援 

 イ 子ども・子育てへの支援 

   ●子育て世代の総合的な支援 

   ・滝沢市子ども・子育て支援事業計画の確実な実施 

 ウ 男女共同参画社会の推進 

   ●子育て世代の働き方の改革 

   ・ワークライフバランスの促進 

   ・滝沢市男女共同参画計画の推進 
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【総合計画の位置づけ（基本施策抜粋）】 

  第Ⅲ章 前期基本計画 市域全体計画（健康福祉部門・人とのつながり部門） 

【健康福祉部門】笑顔輝く健康づくりへの支援 

【健康福祉部門】安心できる暮らしの実現 

【人とのつながり部門】人と人がつながる「場」づくり 
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【施策内体系図】

若い世代の結婚・出産・子育
ての希望をかなえる

結婚・出産・子育て支援や男
女共同参画社会の実現に向

けた取組

施策２

主な取り組み

具体的事業

①妊婦保健事業

②妊婦個別健康診査事業

③乳幼児保健事業

⑤育児支援事業

⑥子ども医療費給付事業

④１歳６か月児、３歳児健康診査事業

⑦滝沢市特定不妊治療助成事業

⑧参画協働事業
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○結婚・出産・子育て支援や男女共同参画社会の実現に向けた取組 

事業の区分 市行政・市民 

事業の名称 ① 妊婦保健事業 

KPI と目標値 妊娠中に不安のある人の割合 

（H26 基準値：５８％） 

（H31 目標値：５５％） 

事業の内容 マタニティクラブ、両親学級、婚姻届出時健康相談の実施 

母子健康手帳交付 

事業に期待する成果 必要な知識の普及や助言を行う場を設けることをはじめとし

た取り組みを行うことで、夫婦の不安を取り除き、育児に対

する積極性を養うことや仲間作りの場として活用されること

を狙いとします。 

 

事業の区分 市行政・市民 

事業の名称 ② 妊婦個別健康診査事業 

KPI と目標値 妊婦一般健康診査初回受診率 

（H26 基準値：９６．１％） 

（H31 目標値：１００％） 

事業の内容 妊娠届時及び転入届時に、一定の受診票を交付し、それに伴

う受診のあった契約医療機関に委託料を支出します。委託契

約できない医療機関で自己負担による妊婦健診を受診した方

を対象に、申請に基づき助成金を支出します。 

事業に期待する成果 適切かつ必要な回数の妊婦健診が受診されることを通じ、疾

病等の予防や身体異常の早期発見とそれに対する適切な指導

を目指します。 

 

事業の区分 市行政・市民 

事業の名称 ③ 乳幼児保健事業 

KPI と目標値 乳幼児健診受診率 

（H26 基準値：９７．４％） 

（H31 目標値：９８．０％） 

事業の内容 集団乳児健診、個別乳児健診、歯科検診を実施します。 

事業に期待する成果 乳幼児の異常の早期発見と早期対応、また食生活や生活習慣

に対する意識高揚を通じ、保護者の育児不安の軽減を狙いと

しています。 
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○結婚・出産・子育て支援や男女共同参画社会の実現に向けた取組 

事業の区分 市行政・市民 

事業の名称 ④ １歳６か月児、３歳児健康審査事業 

KPI と目標値 ３歳児検診受診率 

（H26 実績値：９７．２％） 

（H31 目標値：９８．０％） 

事業の内容 1 歳 6 か月児健康診査、3 歳児健康診査の実施（各年間 17 回） 

事業に期待する成果 成長・発達の評価や、疾病・異常の早期発見と対応をはじめ

とし、育児支援や健康推進支援を行い、保護者の育児不安の

軽減や虐待の早期発見・介入をねらいとしています。 

 

事業の区分 市行政・市民 

事業の名称 ⑤ 育児支援事業 

KPI と目標値 子育ての悩みや不安を相談できる人がいる（いた）人の割合 

（H26 基準値：６８．５％） 

（H31 目標値：７１％） 

事業の内容 妊産婦/乳幼児のいる家庭への訪問相談支援 

子育て支援教室や相談、広場の開催 

発育や発達、育児に関する相談機会の提供 

発達に課題をもつ子どもへの療育、育児情報の提供 

事業に期待する成果 適切なサービス提供等を通じ、育児不安の軽減、楽しい子育

てと子どもの健やかな成長を狙いとしています。 

 

事業の区分 市行政【新規事業】・市民 

事業の名称 ⑥ 子ども医療費給付事業 

KPI と目標値 子ども達が不安なく暮らせると感じている人の割合 

（H26 基準値：２４．３％） 

（H31 目標値：４０．０％） 

事業の内容 小学生を対象とし、入院医療費について１月１診療機関 5,000

円を超えた医療費を給付します。 

事業に期待する成果 入院医療費助成を行うことによる、児童の健全な発育を促す

ことを狙いとしています。 
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○結婚・出産・子育て支援や男女共同参画社会の実現に向けた取組 

事業の区分 市行政【新規事業】・市民 

事業の名称 ⑦ 滝沢市特定不妊治療助成事業 

KPI と目標値 特定不妊治療助成を受け、妊娠に至った夫婦の数 

（H26 基準値：－組） 

（H31 目標値：５組） 

事業の内容 特定不妊治療を受けた夫婦１組に対し、１回の治療につき１

０万円を限度とし、1 年度当たり１回の助成をします。 

事業に期待する成果 不妊治療費の助成を行うことで、少子化対策及び次世代育成

の推進に寄与することを目的とします。 

 

事業の区分 市行政・市民 

事業の名称 ⑧ 参画・協働推進事業 

KPI と目標値 男女共同参画サポーター認定者数 

（H26 基準値：３６人） 

（H31 目標値：４２人） 

事業の内容 男女共同参画計画の周知、男女共同参画サポーターの活動支

援、地域づくり交流フォーラムの開催を行います。 

事業に期待する成果 フォーラムの開催等を通じ、地域活動情報の共有や、男女共

同参画の活動事例を学ぶことで参加者の意識高揚を狙いとす

るとともに、男女共同参画社会の推進を図ります。 
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≪施策３≫人とのつながりを魅力に、定住・転入・交流人口の拡大を促す 

【基本目標②：移住・定住促進】 

【基本目標④：地域交流・連携】 

【市民の幸福感：人とのつながり】 

【総合計画関連性：人とのつながり部門】 

【ＫＰＩと目標値】 

① 住民基本台帳人口 

基準値：平成 26 年度 55,058 人⇒目標値：平成 31 年度 56,595 人 

※人口は、各年度末の 3 月 31 日としています。 

② 人々が集まり活動できる「場」があると感じている人の割合（暮ら

しやすさ指標） 

基準値：平成 26 年度 43.0％⇒目標値：平成 31 年度 46.0％ 

③ 滝沢市で幸せに暮らしている人の割合（幸福実感象徴指標） 

基準値：平成 26 年度 61.0％⇒目標値：平成 31 年度 68.0％ 

【設定理由】 

少子高齢社会が進む中にあって、誰もが住み続けたいと思える滝沢  

市の実現に向けて様々な地域の担い手が連携して取り組むことで、若い

世代の人口流出を防ぐとともに、市民一人一人の行動や活発な地域活動

によって、「結い」や「絆」という「人のつながり」を魅力にして新たな

人を呼び込むまちを目指します。 

【施策の目標とする状態】 

    滝沢市内各地域での個人、学校、団体、企業等による様々な活動によ

って、人のつながりと幸福感を実感できる、盛岡広域圏における住宅都

市としての魅力を高めることによって、転入者の増加と交流人口の拡大

につなげることを目指します。 

【主な取組】 

○次代を担う人の呼び込みに関する取組 

ア 大学との連携による学生の首都圏への人口流失の抑制 

●大学との連携・活用強化 

     ・意欲と能力のある若者が地域に残り活躍するための取組を推進 

・市内３大学との全分野に渡っての包括的連携強化 

     ・岩手大学をはじめとする県内外の大学との連携推進 

イ 首都圏からの若い世代のＵＩＪターンの推進 

●移住の支援 

   ・ＵＩＪターン希望者の掘り起こしに向けた取組 
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   ・移住に向けた関係団体及び企業等との連携 

・首都圏在住者への移住に向けた各方面からのアプローチ 

○地域連携に関する取組 

 ア 住民自治の深化と地域の魅力の向上 

●地域づくり・地域連携 

   ・地域づくりにおける市民と行政との協働の推進 

   ・地域づくりにおける地域連携の推進 

   ・地域づくり人材の育成、確保 

   ●地域別計画の推進 

   ・地域住民による地域の目指す将来像である「滝沢地域デザイン」

とその実行計画である「滝沢地域ビジョン」の推進 

   ・地域課題解決のための持続的な取組体制の確立 

イ 盛岡広域圏における連携の推進 

     ●広域連携の推進 

     ・公共交通ネットワーク形成に向けた連携の推進 

「交流人口の拡大へ」 

2016 年 12 月プレオープン予定 

“ふれあいの大屋根”交流拠点複合施設 
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【総合計画の位置づけ（基本施策抜粋）】 

第Ⅲ章 前期基本計画 市域全体計画 

経済産業部門・人とのつながり部門 

政策支援部門・都市基盤部門 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【経済産業部門】 

地域資源を活用した戦略的な産業振興 

【政策支援部門】 

住民自治につながる総合計画の確実な推進 

【人とのつながり部門】  

人と人がつながる「場」づくり 

【都市基盤部門】 

利用しやすい交通網の整備 
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【施策内体系図】

人とのつながりを魅力に、定
住・転入・交流人口の拡大を

促す

施策３

具体的事業

②滝沢ふるさと会補助事業

⑤住もう！働こう！滝沢ツアー開催事業

④広報発行事業

③学連携活性化事業

次代を担う人の呼び込みに関
する取組

主な取り組み

①地域活動推進員設置事業

②地域自治活動事業

③滝沢地域デザイン推進補助事業

④消防団等活動事業

⑤交通政策推進事業

地域連携に関する取組

主な取り組み

具体的事業

①滝沢市特産品開発事業
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○次代を担う人の呼び込みに関する取組 

事業の区分 市行政・民間 

事業の名称 ① 滝沢市特産品開発事業 

KPI と目標値 開発品目数 

（H27～H31 までの５年間で３品目） 

事業の内容 地域産品の研究開発を組織的かつ継続的に行います。 

既存地域産品の推奨、ＰＲ活動及び販路の拡大を図ります。 

事業に期待する成果 地域資源のブランディングや加工、販路拡大に取り組むこと

で、まちづくりのイメージアップや、地域外の資金や人材を

呼び込み持続的な地域経済の活性化の好循環につなげます。 

 

事業の区分 市行政・民間 

事業の名称 ② 滝沢ふるさと会補助事業 

KPI と目標値 滝沢ふるさと会の会員数 

（H26 基準値：１２１人） 

（H31 目標値：１３０人） 

事業の内容 会員と関係者相互の交流と親睦を図りとともに、民間事業者

等とタイアップして首都圏の人を滝沢市に呼び込むきっかけ

となるようなプロモーション活動を行います。 

事業に期待する成果 会員相互の交流と親睦を図るとともに、郷土産品の愛用と販

路拡大、交流・移住人口の拡大を狙いとします。 

 

事業の区分 市行政・民間 

事業の名称 ③ 学連携活性化事業 

KPI と目標値 学生提案プロジェクト数 

（H27～H31 までの５年間で５件） 

事業の内容 市内の大学等高等教育機関による、地方創生に資する研究に

対し、補助金の交付を行う。また、若者の夢を発表する場、

地域交流や地域づくりのきっかけの場として「プレゼン・コ

ンテスト」を開催します。 

事業に期待する成果 市内の高等教育機関との連携により、市が直面している課題

や潜在的な課題の解決を図るとともに、若者の地元定着を促

進します。 
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○次代を担う人の呼び込みに関する取組 

事業の区分 市行政・民間 

事業の名称 ④ 広報発行事業 

KPI と目標値 広報たきざわを読んでいる人の割合 

（H26 基準値：８４％） 

（H31 目標値：８９％） 

事業の内容 毎月２回、広報誌「広報たきざわ」の発行を行い、行政から

のお知らせにとどまらない市民への情報提供を行うととも

に、民間事業者等とタイアップした滝沢市の魅力発信のため

の取組を行います。 

事業に期待する成果 広報紙の発行を通じ、市民に様々な情報を提供することで、

市政への理解や市内イベントへの参加を促すとともに、広く

滝沢市をＰＲすることで移住・定住、交流人口の拡大につな

げることをねらいとします。 

 

事業の区分 民間【新規事業】 

事業の名称 ⑤ 住もう！働こう！滝沢ツアー開催事業 

KPI と目標値 ツアーに参加した人のうち、滝沢市に住みたいと思った人の

割合 

（H26 基準値： －％） 

（H31 目標値：４０％） 

事業の内容 滝沢市外に在住する大学生３０名程度を募集し、滝沢市内の

豊かな自然をめぐる体験ツアーや、企業、大学、地域訪問を

通じた多様な市民との交流体験を行う。 

事業に期待する成果 滝沢市で「働きたい」「住みたい」という気づきを促し、若者

定住を促進し、当市への新しい人の流れと、人材の確保を進

めることをねらいとする。 
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○地域連携に関する取組 

事業の区分 市行政 

事業の名称 ① 地域活動推進員設置事業 

KPI と目標値 インターネットによる情報提供 

（H26 基準値：  －件） 

（H31 目標値：１８０件） 

事業の内容 滝沢市地域活動推進員の設置を行い、地域づくり活動支援業

務、情報の収集・発信を行います。 

事業に期待する成果 行政と地域との間に立つ地域活動推進員を設置し、講座や研

修等に参加してその能力を高め、これからの地域課題の解決

に資することを狙いとしています。 

 

事業の区分 市行政・市民 

事業の名称 ② 地域自治活動事業 

KPI と目標値 自治会加入率 

（H26 基準値：８１．１％） 

（H31 目標値：８３．０％） 

事業の内容 自治会の活動を支援するため自治会連合会へ交付金を交付す

るとともに、コミュニティ検討会の開催、地域別計画の周知

を行います。 

事業に期待する成果 単位自治会活動の支援を行うことで、自治基本条例の目的に

掲げる住民自治の深化を目指します。 

 

事業の区分 市行政・民間・市民 

事業の名称 ③ 滝沢地域デザイン推進補助事業 

KPI と目標値 滝沢市地域デザイン推進事業参加者数 

（H26 基準値：９５４人） 

（H31 目標値：９９０人） 

事業の内容 地域別計画の推進に資する事業に対する補助金を交付する。 

事業に期待する成果 市民提案型の地域づくり事業を支援するとともに、地域住民

と NPO・企業等との連携を通じ、市民主体の地域づくりの浸

透と住民自治の深化を図ります。 
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○地域連携に関する取組 

事業の区分 市行政・市民 

事業の名称 ④ 消防団等活動事業 

KPI と目標値 消防団員数 

（H26 基準値：３６３人） 

（H31 目標値：４００人） 

事業の内容 非常備消防力の維持及び強化のため、消防団員の充足を図る

とともに、教育訓練を行います。 

事業に期待する成果 消防団の充実強化を通じ、災害に強いまちづくりの推進を目

指します。 

 

事業の区分 市行政・市民・広域連携 

事業の名称 ⑤ 交通政策推進事業 

KPI と目標値 市内全駅の 1 日平均乗降人員の合計 

（H26 基準値：6,164 人） 

（H31 目標値：6,164 人） 

事業の内容 市民に対し、利用交通のアンケートや聞き取り調査を行い、

結果を分析し、交通戦略立案に向けた資料作成を行うととも

に、年々減少する利用者数に歯止めをかける交通網の構築に

向けた検討をします。 

事業に期待する成果 公共交通の利用実態を調査・分析することにより、盛岡広域

都市圏を形成する各市町との連携による効率的な公共交通政

策の推進を図ります。 
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滝沢市まち・ひと・しごと創生総合戦略策定経過 

 

１ 庁内での検討 

 平成２７年３月３日  

滝沢市地方創生総合戦略推進本部設置 

・本部長：副市長、副本部長：教育長、企画総務部長、本部員：部長等 

平成２７年４月２８日  

第１回滝沢市地方創生総合戦略推進本部会議（政策調整会議） 

・策定概要について検討 

平成２７年５月１１日  

第２回滝沢市地方創生総合戦略推進本部会議（政策調整会議） 

・策定方針、基本構成、民間等からの提案募集について検討 

平成２７年５月２６日  

第３回滝沢市地方創生総合戦略推進本部会議（政策調整会議） 

・民間等からの提案募集要項等の検討 

平成２７年６月１６日  

第４回滝沢市地方創生総合戦略推進本部会議（政策調整会議） 

・総合戦略に盛り込む庁内事業の選定等の検討 

平成２７年６月２３日 

第５回滝沢市地方創生総合戦略推進本部会議（政策調整会議） 

・地方創生上乗せ交付金への対応、策定スケジュール等について検討 

平成２７年６月３０日  

第６回滝沢市地方創生総合戦略推進本部会議（政策調整会議） 

・市民フォーラムたきざわ開催概要について検討 

平成２７年７月７日  

第７回滝沢市地方創生総合戦略推進本部会議（政策調整会議） 

・庁内事業、民間提案の取りまとめ結果報告 

平成２７年７月２１日  

第８回滝沢市地方創生総合戦略推進本部会議（政策調整会議） 

・庁内事業選定結果、民間提案に係る第１次選定結果等について報告 

平成２７年７月２８日  

第９回滝沢市地方創生総合戦略推進本部会議（政策調整会議） 

・地方創生上乗せ交付金申請事業の検討、民間提案に係る第２次選定実施 

平成２７年８月４日  

第１０回滝沢市地方創生総合戦略推進本部会議（政策調整会議） 

・庁内選定事業への民間提案の活用等について検討 
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平成２７年８月２５日  

第１１回滝沢市地方創生総合戦略推進本部会議（政策調整会議） 

・地方創生上乗せ交付金申請事業について報告 

平成２７年９月８日  

第１２回滝沢市地方創生総合戦略推進本部会議（政策調整会議） 

・人口ビジョン策定に係る目標人口等の検討 

平成２７年９月２９日  

第１３回滝沢市地方創生総合戦略推進本部会議（政策調整会議） 

・民間提案の庁内事業へのマッチング、新規事業化の検討 

平成２７年１０月８日 

第１４回滝沢市地方創生総合戦略推進本部会議（政策調整会議） 

・総合戦略（素案）の検討と人口ビジョン策定の報告 

平成２７年１０月１３日  

第１５回滝沢市地方創生総合戦略推進本部会議（政策調整会議） 

・総合戦略（素案）の修正 

平成２７年１０月２７日  

第１６回滝沢市地方創生総合戦略推進本部会議（政策調整会議） 

・総合戦略（答申案）の最終調整 

平成２７年１０月２７日  

庁議 滝沢市まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）の決定 

 

２ 外部有識者会議での検討 

平成２７年６月３日  

第１回滝沢市まち・ひと・しごと創生地域連携推進部会（総合計画審議会） 

・滝沢市総合計画審議会内に専門部会として設置（総計審委員全員で構成） 

・部会長及び副部会長を選出 

・総合戦略策定方針を説明 

平成２７年７月２２日  

第２回滝沢市まち・ひと・しごと創生地域連携推進部会（総合計画審議会） 

・総合戦略に盛り込む庁内選定事業について審議 

平成２７年８月１１日  

第３回滝沢市まち・ひと・しごと創生地域連携推進部会（総合計画審議会） 

・民間提案事業の審議、選定 

平成２７年９月１１日  

第４回滝沢市まち・ひと・しごと創生地域連携推進部会（総合計画審議会） 

・総合戦略策定に係る取組状況と今後のスケジュールについて説明 
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・人口ビジョン策定に係る取組状況の報告 

・市民フォーラムたきざわ実施状況の報告 

平成２７年１０月１６日 

滝沢市総合計画審議会 

・滝沢市長から総合戦略（素案）について、滝沢市総合計画審議会へ諮問 

平成２７年１０月１６日 

第５回滝沢市まち・ひと・しごと創生地域連携推進部会（総合計画審議会） 

・総合戦略（素案）に関する答申案の検討 

平成２７年１０月２３日 

滝沢市総合計画審議会 

・滝沢市総合計画審議会から総合戦略（案）について、滝沢市長へ答申 

 

３ 議会での説明 

平成２７年８月１２日 

滝沢市議会全員協議会 

・総合戦略策定の取組経過及び総合戦略の概要について説明 

 

４ 市民等への説明、意見交換 

平成２７年６月４日～６月３０日 

総合戦略策定に係る産学金労言等の各界からの提案を募集 

・本市の地域資源を活用した地方創生に資する提案を公募 

・２７者から５９提案応募 

平成２７年６月１９日 

総合戦略提案募集に係る意見交換会 

・産学官金労言等の各界から４１名参加 

・市の主要プロジェクトの現場見学会も併せて実施 

 平成２７年８月２９日 

  市民フォーラムたきざわの開催 

  ・中高生、大学生、子育て世代を中心に２１６名参加 

  ・パネルディスカッション、ワークショップ、来場者アンケートを実施 
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滝沢市まち・ひと・しごと創生総合戦略策定に係る「諮問」 
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滝沢市まち・ひと・しごと創生総合戦略策定に係る「答申」 

 


